
 

令６年度 学校評価報告書（実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価（年間） 学校関係者評価 総合評価（３月 26 日実施） 

（令和６年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （ ２月 17 日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

〇各教科等の目
標をふまえ、一
人ひとりの教育
的ニーズに応じ
た、学習指導を
行う。 
 
 
 
 
 
〇カリキュラム
マネジメントの
視点をふまえ、
教 育 課 程 の 評
価・改善に取組
む。 

①子どもが主体的
に学ぶために、よ
りよい授業づくり
と授業改善を行
う。 
 
 
 
 
 
 
② 各学部の育て
たい力をふまえ、
教育課程のつなが
りと実施状況を検
証する。 

①-1 児童・生徒の「わか
った・できた」を引き出
す手立てをチームで検討
し、授業づくり・授業改
善の取組を、一人一授業
公開する。 
①-2 一人一台端末の効果
的な活用方法を検討す
る。 
 
 
② 各学部の育てたい力と
教育課程を全学部で共有
し、実施状況を評価す
る。 

①-1 より良い授業づ
くりを通して、主体
的な学びを引き出す
ことができたか。 
 
 
①-2 一人一台端末を
活用し、主体的な学
びを引き出すことが
できたか。 
 
② めざす子ども像と
育てたい力にむけ、
教育課程のつながり
を検証できたか。 

①-1 学部研究を通し
て、授業改善に取り
組み、子どもが自ら
行動する姿を引き出
すことができた。 
一人一授業公開 24 件 
①-2 端末の操作を学
ぶことから、通信で
場面をつなぎ、発表
することで、共同し
た学びに広がった。 
②各授業と学部の育
てたい力の繋がりを
授業計画に明示して
取り組んだ。各教科
の位置づけ、授業時
数等、小中高のつな
がりを考慮した枠組
みを検討した。 

①-1 職員一人ひとり
の授業力向上が課題
である。個々に焦点
化した授業改善の機
会として、一人一授
業公開を推進する。 
①-2 発信の手段とし
て活用を進める必要が
ある。情報の取扱いの
知識についても、学習
を進めていく。 
②各学部の育てたい力
の共有を進めながら、
教育課程の繋がりにつ
いて検証を継続する。 
知肢並置に向け、教育
課程の枠組みから内容
に進めていく。 

より良い授業づく
りの取り組みが進ん
でいる。一人一台端
末の活用と取組の発
信を進める必要があ
る。 
 
 
 
 
●保護者アンケート
「わかった・でき
た」と思える授業の
経験を重ねている。
肯定的な評価 88％ 
パソコン・タブレッ
ト等を活用したわか
りやすい授業が行わ
れている。 
「わからない」45％  

①学部研究を通して、
チームによる授業改善
が進み児童・生徒の
「わかった・できた」
を引き出すことが出来
た。職員一人ひとりの
授業力、情報端末の活
用力向上の機会確保が
必要である。 
 
 
②教育課程における、
各教科の位置づけ、授
業時数、小中高のつな
がり等、知肢並置に向
け検討課題と、学部運
営の基本的な考え方を
整理した。 

①職員個々に焦点化し
た授業改善の機会とし
て、一人一授業公開を
継続し、推進する。情
報端末の操作、授業に
おける活用について、
「知る・使ってみる、
活用する」と段階的に
進め、取組を発信す
る。 
 
②各教科の位置づけ、
授業時数について、小
中高のつながりに加
え、学部内のつながり
をまとめた日課表を作
成し、知肢並置校の新
たな教育課程をまとめ
る。 

２ 
児童・生徒 

指導・支援 

〇一人ひとりの
ニーズに応じた
指導・支援の充
実を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇教育活動を通
して、人権の視
点に立った学校
づ く り に 取 組
む。 

① 一人ひとりの
障害の状況やニー
ズに応じた学習環
境と支援体制を構
築する。 
 
 
 
 
 
 
 
② 互いに意見を
伝え合う風通しの
よい職場環境を構
築し、人権を尊重
した指導や支援を
行う。 

①-1 医療的ケアを必要と
する児童・生徒の支援体
制を確実に構築する。 
 
 
①-2 自立と社会参加に向
けた通学支援を実践す
る。 
 
 
 
 
② 子どもの見立て、支援
方法を、専門職を含めた
チームで検討し、生活年
齢をふまえ発達年齢に応
じた支援を実践する。 
 
 

①-1 安全に医療的
ケアを提供する支
援体制が構築でき
たか。 
 
①-2 保護者や関係
機関等と連携し、
ニーズに応じた通
学支援を行うこと
ができたか。  
 
 
② 子どもの見立て
に基づく支援方法
を共有し、人権を
尊重した指導・支
援ができたか。 

①-1 医療的ケアを要
する児童・生徒の支援
体制を構築し、安全に
実施した。 
 
①-2 個々のニーズに
応じ、スクールバスも
活用した通学支援を実
践した。校外歩行等を
活用し、通学につなが
る学習を積み重ねた。 
 
②アセスメントに基づ
く支援をチームで実践
し、指導・支援に生か
した。 
職員研修【人権、アセ
スメント、不祥事防
止、摂食指導、感覚と
行動、身体つくり】実
施 

①-1 知的障害単独校
における課題を整理
し、校内外の支援体
制を整えていく。 
 
①-2 通学支援の仕組
みの整備とともに、
校外活動に通学を意
識したねらいを位置
づけ、両輪で支援す
る。 
 
②一人ひとりの課題
に応じ、専門職と連
携しながらチームで
対応を検討し、指導
と支援を進める。 
 課題に応じ適切な
指導・支援が実施で
きるよう、職員研修
を実施する。 

通学支援等の仕組
みづくりに加え、学
習と関連づけ、学習
が積み重ねられるよ
う工夫していことが
評価できる。 
 
人権を尊重した指

導・支援することを
再確認し、取組を継
続してほしい。 
 
 
 
 
●保護者アンケート 
性別によらない「さ
ん」付け呼称や人権
を尊重した指導が行
われている。 
肯定的な評価 86％ 

①必要とする医療的ケ
アを受けながら学習で
きる環境と支援体制を
構築し運用できた。対
象者増や校外での実施
について課題を整理す
る必要がある。 
日々の学習に通学につ
ながる学習を位置づけ
ることで、学習の積み
重ねができた。 
 
②職員研修で得た基礎
的な知識を活用し、チ
ームで検討することに
より、児童生徒の生活
年齢をふまえ発達年齢
に応じた支援を実践で
きた。 

①知的障害単独校にお
ける医療的ケア実施の
課題を整理し、校内外
の支援体制を整えてい
く。 
通学支援の仕組みの整
備とともに、校外活動
に通学を意識したねら
いを位置づけ、両輪で
支援する。 
 
 
②課題に応じ適切な指
導・支援が実施できる
よう、職員研修を実施
する。互いの意見を尊
重し、建設的な意見交
換ができるよう、人権
研修および職場ミーテ
ィングを継続する。 

３ 進路指導・支援 

〇一人ひとりの
ニーズや適性に
応 じ 、 自 己 選
択・自己決定の
ための継続した
指導・支援に取
組む。 
 
 
 
〇一人ひとりの
自立と社会参加
に向けた、主体
的な取組を支援
する。 

① 自己選択・自
己決定ができる子
どもに育てること
をめざした進路指
導を推進する。 
 
 
 
 
 
②教育活動を通
し、職業観や勤労
観を醸成する。 

①自己実現に向け、進路
選択・決定ができるよ
う、情報提供や体験・実
習のコーディネートを段
階的に進める。 
 
 
 
 
 
②生活年齢に応じ、役割
を担うことや、地域に貢
献する活動を計画的に実
施する。 

①本人・保護者、
教職員への情報提
供、体験・実習等
のコーディネート
を通して、主体的
な取組が支援でき
たか。 
 
 
 
②教育活動を通し
て、職業観や就労
感の醸成を導き出
せたか。 
 

①情報提供や見学・実
習のコーディネートを
とおし、選択すること
や決定することを支援
した。 
進路ハンドブック配
付、保護者見学会 10
回、職員見学会３
回、進路学習会 10 回 
 
②係活動や作業学習を
とおして、働くための
基礎となる学習を行っ
た。校内で学習したこ
とを実習や校外活動で
実践し学びを深めた。 

①一人ひとりのニー
ズについて、学校だ
けでなく、保護者や
関係機関と共通理解
を図りながら自己の
意思を反映した選
択・決定が出来る子
どもに育てていく。 
 
 
②単年度や学校だけ
の取り組みにせず、
小中高とつながった
取り組みにすること
や、保護者とも連携
して家庭にも返して
いくなど、般化する
ように進めていく。 

一人ひとりのタイミ
ングに合わせ、自己
実現に向けた選択が
できるよう、情報提
供と基礎的な学習を
積み重ねることが重
要である。 
 
 
 
●保護者アンケート
進路見学や面談、進
路説明会等をとおし
て、保護者や児童生
徒が求めている進路
に関する情報が提供
されていたか。 
肯定的な評価  85％ 

①生徒、保護者に対
し、全体的な情報や見
学の機会の提供に加
え、一人ひとりに応じ
た実習のコーディネー
トをとおし、選択する
ことや決定することを
支援した。自分ごとと
して意識づけを行うこ
とが課題である。 
②係活動や作業学習を
とおして学習したこと
を、実習や校外活動で
実践し学びを深めた。
場所や場面が変わって
も、役割に応じた行動
ができる子どもに育て
ることが課題である。 
 

①一人ひとりのニーズ
に応じ、ていねいな進
路指導を継続する。保
護者や関係機関と共通
理解を図りながら、学
習会の内容や情報提供
の仕方を工夫する。 
 
 
 
②校外活動に地域貢
献、役割等の視点を位
置づけ、活動を計画す
る。小中高と取り組み
をつなげるとともに、
家庭、実習等で般化す
るように進めていく。 



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価（年間） 学校関係者評価 総合評価（３月 26 日実施） 

（令和６年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （ ２月 17 日実施） 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

〇学校と地域の

双方で連携・協

働するための組

織的・継続的な

仕組みを構築す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

〇地域における

特別支援教育の

センター的機能

の 取 組 を 推 進

し、共生社会の

実現に向け取組

む。 

①地域との繋がり

を進め、教育活動

等を通じて共生社

会の推進に貢献す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②地域における特

別支援教育のセン

ター的機能の取組

を推進し、共生社

会の実現に向け取

組む。 

①地域と繋がり、教育活

動を発信することや、

協働した活動を推進す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②地域のニーズの把握と

支援を的確に行い、地域

の特別支援教育の専門性

を高める。 

①地域や関係機関

を等と連携し、共

生社会づくりに貢

献できたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②地域のニーズに

応じ、地域の特別

支援教育の専門性

を高めることがで

きたか。 

①実施結果 
学校間交流５校 ８回 
居住地交流 
小 35 回、中 14 回 
地域貢献に対する児童
生徒表彰（分教室） 
卒業後の障害者の学び
の支援事業に参加（仮
想空間における作品展
示と体験） 
地域の作品展に出品 
公民館主催行事の講師 
学校公開 170 名来校 
 
②校内外のニーズを踏
まえた研修会の開催、
地域の小中学校等への
巡回相談をとおして、
地域の特別支援教育の
専門性を高める取組を
進めた。 
巡回相談 25 回 
講師派遣  8 回 
研修会   1 回 

①学校間交流、居住
地交流の内容を共同
学習に進めていく。 
地域貢献における、
地域と学習のニーズ
をマッチングし、教
育課程に位置付ける
ことで、継続した取
組にしていく。 
 
 
 
 
 
②センター的機能を
より効果的に発揮で
きるよう、本校の役
割を積極的に発信す
る。センター的機能
を担う人材育成を進
めていく。 

居住地交流が積極的
に行われ、内容も深
化していることを評
価する。 
特別支援教育のセン
ター的機能の取組を
通して、地域の特別
支援教育の向上に寄
与してほしい。 
 
 
 
 
●保護者アンケート
学校は、地域、保護
者、福祉機関、企業
等と協働し、学校運
営の推進に取り組ん
でいる。 
肯定的な評価 79％ 

①地域とつながり、地
域の中で教育活動を展
開し、学校の取組を発
信できた。地域を学び
の場とした、分教室の
地域貢献活動が表彰を
うけた。学校間交流や
居住地交流の内容を、
共同学習として進めて
いきたい。 
 
 
 
 
②校内外のニーズを踏
まえ、特別支援教育に
係る研修の機会を提供
した。小中学校等への
巡回相談をとおして、
地域の特別支援教育の
専門性を高める取組を
進めた。センター的機
能を担う人材育成が課
題である。 

①学校間交流、居住地
交流の内容を共同学習
に進めていく。地域と
学習のニーズをマッチ
ングし、教育課程に位
置付けることで、継続
した取組にしていく。 
 
 
 
 
 
 
 
②特別支援教育に係る
基礎的な内容や、時々
に応じた内容の研修の
機会を提供する。 
教育相談コーディネー
ターの組織的な育成に
加え、職員一人ひとり
がセンター的機能を担
う一員となるよう、専
門性を高める。 

５ 
学校管理 

学校運営 

〇 地 域 と 連 携

し、安全・安心

な学校づくりに

取組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇子どもと向き

合う時間確保の

ために、組織的

な学校運営と校

務の効率化を図

る。 

① 災害時の対応
に関するマニュア
ルを見直し、関係
機関との連携を構
築する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 意識改革・業
務のスリム化・効
率化を図り、チー
ムで遂行すること
により、働きやす
い職場環境を構築
する。 
 

①-1 災害時を想定した実
働的な対応マニュアルと
なるよう、実践を通して
見直す。 
 
 
 
 
①-2 関係機関や地域との
連携を構築する。 
 
 
 
②会議の効率化、文書の
簡素化、業務のスリム化
を進め、ノー残業デーを
徹底する。 

①-1 実働的なマニ
ュアルに改定でき
たか。 
 
 
 
 
 
①-2 関係機関や地
域との連携を構築
できたか。 
 
 
②-1 児童・生徒に
ついて話ができる
時間が増えたか。 
 
 
 
 
 
 
 
②-2 時間外総労働
時間を短縮するこ
とができたか。 

①-1 訓練をとおして
対応マニュアルを見直
し、本部を中心に実践
的な訓練を実施した。 
避難訓練３回、児童生
徒引き渡し訓練、不審
者対応訓練を実施 
 
①-2 消防、警察、藤
沢市危機管理課の協力
のもと、各種訓練・研
修を実施した。 
 
②-1 会議の仕方の工
夫、共有を前提とし
た、情報の集約と整理
を行った。 
●職員アンケート 
業務改善をとおして、
児童生徒と話をする時
間が増えた。 
肯定的な評価 58％ 
 
②-2 
時間外労働時間月平均 
3％短縮 
ノー残業デー達成率
44％ 

①-1 本部の役割、 
初動、記録等、実際
を想定しながら、実
践に即した訓練を重
ねる。 
 
 
 
①-2 被災時に連携を
要する藤沢市、地域
自治会との連携を進
める。 
 
②-1 目的に応じ、効
率のよい情報共有と
検討の仕方を工夫す
る。情報の集約と共
有方法を整理し、業
務のスリム化、効率
化を図る。 
 
 
 
②-2 業務量、負荷が
個人に偏らないよ
う、チームで業務遂
行するよう、仕事の
進め方を改善する。 

災害はいつ起こるか
わからない。いざと
いう時に、対応がで
きるよう、備えてほ
しい。 
ノー残業デーや時間
外労働時間短縮の成
果を着実に上げてき
ていることを評価す
る。 
 
 
 
 
 
●保護者アンケート 
災害時を想定した避
難訓練等をとおし
て、安全で安心して
過ごせる環境を整え
ている。 
肯定的な評価 83％ 
欠席連絡の電子化
等、事務連絡の効率
化に取り組んでい
る。 
肯定的な評価 82％ 

①訓練を通して対応マ
ニュアルを見直し、よ
り実践を意識した訓練
を実施できた。発災か
ら、児童生徒を保護者
に引き渡すまで、一連
の流れを想定しなが
ら、訓練を重ねること
が課題である。 
 
 
 
 
会議の仕方の工夫、共
有を前提とした、情報
の集約と整理に加え、
日々の業務で気になる
ことを題材に職場ミー
ティングを行い、共有
した課題を改善につな
げた。 
ノー残業デー、時間外
労働時間の短縮に取り
組み、成果を上げた。 
業務量、季節による負
荷に偏りがあるのが課
題である。 

①発災から、児童生徒
を保護者に引き渡すま
で、一連の流れを想定
し、時々の訓練がどこ
に位置づくのかを意識
して訓練を重ねる。 
本部を中心に、指示系
統に沿って、組織的に
行動できるようにす
る。 
 
 
 
②目的に応じ、効率の
よい情報共有と検討の
仕方を工夫する。情報
の集約と共有方法を整
理し、業務のスリム
化、効率化を図る。 
業務量、負荷が個人に
偏らないよう、チーム
で業務遂行するよう、
仕事の進め方を改善す
る。 

  


